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要旨  

竹などげ）自然素材による生活用し諒ノ）′t土産は海外∴二大きくシフトし、，国内企業豆非ノ詩∴ニ崩しノい状況∴あろで 本朝   

究さ土そ〔ハような中，長期的な視点日刊府竹製品浩イメージ′をリーー卜しノていくし1ンゲラン【軋ノーJj宣凋」Jけ十ろ主二Jj‡∴ ヰ三   

界が明るく活気付くようなヒット商品／を開発すろニトキ目標予うる。ロングラン軌高士しノごごl昨隼度ナーーてノ）∵⊥   

ニットスクリー・′・ン」をベースにL，上り広く建篠やインテリア∴二展開ニきく〕什ハインナリア那軌 ソ欄軽∴赦シ′ノ   

組んだ．ヒット繭晶では竹の小磯桟高い品乍㌢ごデザインLた ′」、振りな「新川l価値商宣＝ 什凋∬酎二取り組んだ．  

7j、ン∴ミニ、けごプこ′く「建築やイン丁リード雪トご‘甘持上し こ使わ  
れて）∴建車」とL二位牒巨うこ仁ご新／′二／㌧l：チリごィン捏′案宣′十  

ろこと∴二⊥り，ネ：－lJL／ノ身近／｝二′巨ち㌃ノ自制長鳥甘ナイト）こ「ン  

ブラン商「‡～，ソ欄発／㌢＝描十∴ H十牛填＼L鳥ノ空牒仁二多様∴  

仕える上う∴，≠壬喪′を感∴二さ圭たい⊥たキした竹編制せ≠  

rr巨ハ木枠「ノ′叫∴組与込／′レだユニソトスッリーンを試作閲  

発L，そハ帝．1柚il阻：二ー吊、二1を∴豆－Jノ／う、、ノナ叶度㍑て  

れを写芭展させ，車rr－いハ商品－でご王／ごく，ノ建築やインテリア  

∴様々にぷ出ごきろ上う′／ご提案什し′）を〕る【竹ノ）インテリ  

ア証材」：二しノてデザインし∴試刊三捉案ろ一行／〕た  

22 デザインの概要   

工業的に建てご」れろLうー二／′言／」′ト住宅建築∴使守れろ  

径築部材ご工，ここき和服り形態やサイメ言う∴∴－ル 化しノ  

て効率的二二作業ができるよう∴十ろ必E短かある．そ二で  

巨イ＼ノ竹′ノ）編組物が鯉築ノ空rまi＝二おいて多様∴二対応できろ  

二王を′Jミプ．L；じ材としこしハイメーン図ノを作成Lこ具体的た  

構成を考え仁 （「i拷．1）  

1 はじめに  

l二芸産業が厳Lい状況∴二舟〕ろL川土．温粁や産地が消費  

省一び）ニーズ（ノ）一歩先を読隼，長期的磯野」二立／∴二・牒㍉－一関  

発を心／バリてこなか′つたニヒも大きな要因でぁろ．場ぺ  

㍉＝町村開発でに農地ら企業車jノウハウを蓄楕し／ていく  

ことが薙Lい．そこで、本研究ごf＝を期的な視点に七／J  

た開発と，その視点を持ち／〕／」時代〃）変化をL／」かりと  

J」えた短期的な閃ヲ芭とに分けて，デザイン研究を行／）た   

長期的視点ゾ） ロングラン商L】古間発」ご土インテリア部  

材∴クー‥デットを当て建築やインテリア等，今後の人き  

な市場ノ＼の参入をめざした．即応型m ′二十 卜而。．…一間  

発一 ごごま女性を対象とした観いと「㌻場や服飾ブランド製パー  

に的を絞って開発し／た2／つ（ノ）テーマをこ れ／小工」（ハ別府  

竹製品の開発を支える車ゾ）両輪り丁子ニ置づ：十ご，それぞれ  

にふさわしノい手法とアブl二トーチご開発を試7んた．山一ごJrL  

卜lを分けて邦て†する．  

2 ［コングラン商品間発について   

2．て 「竹のインテリア部材」開発の意図   

生活者♂〕健靡や環境／＼の「H心持大きく，天然素材〃）住  

空間を望む傾帖王主・十王す庁‘ご；去／〕ている，昨／「げ）建築や  

インテリアJ）情報誌でも天然素材活周の特集を組み，木  

材、漆喰壁，蘭草，竹などの魁ノ」を．訴えており，什ノ）清  

川が今後主すます拡がるニヒけ推測されろ．本笹川25rl  

から愛知県で開催されろ ∴憂・地球博」 吊二武名称江  

2005‡1二＝本国際博覧会）のH本政府鯖では，ノJ／）＝編み  

で編んだ大きなスケー】パ／げ）竹編組物が犀根部分の構成に  

大量に使われて可能作をホしごいる，   

そこで，竹をこれまご住空間び）【道具」としてリ）観J、  

長札＼ 竹中  

責〉て  

Fl㌢1ヤ恒）インテリア鮎材の構成び）イメージ  
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Fig．1のイメージは，【竹のインテリア部材」を用  

途に応じてサイズや形，竹の種類や編み模様などを自  

由に選べるフルチョイスシステムを構築したビジュア  

ル提案用の構成案である．上段から「サイズ」「形  

態」【立体物」「編組」【その他」となっており，価  

格と製品イメ山ジがこの図からある程度わかるように  

したものである．各項目のそれぞれについて基本のコ  

ストを決めておくことにより，価格が割合容易に計算  

できるようにし，クライアントがイメージするものが  

おおよそいくら位で製作できるかを視覚的に示せるも  

のにした．   

また上納品時の部材のイメージは概略として次のよ  

うなものを考えている．例えば900mm角の編組部材を注  

文されれば，編んだものの綾部が簡単に外れないよう  

に900mm角の外の部分を接着し，周りを10m程度広く残  

して切断する．10mmの縁部分は和紙や紙テープなどで  

固定して純粋な編み模様が900mmになるようにして段  

ボールなどで挟み込んで包装し出荷することを考えて  

いる．   

Flg．2 サイズ例とLての封菌類  

2．3 イメージの具イ本化   

このイメージをわかりやすく伝えるため，部材の試  

作を行った．全部材を作ることは困難であったので，  

基本構成がわかるようなものを選んで試作した舟   

まず，イメージ図の1段目の「サイズ」であるが，  

300，600，900mm角の正方形の3タイプを製作した．編  

みは3本寄せ四つ目編みで，編みに魅力を持たせながら  

両面が表と感じられるように，3本の間に挟んだ炭化竹  

は白竹と表裏が逆になるようにして編んだ．（Fig。2）   

次は形態であるが，基本的な形で多様に展開できる  

四角形，三角形，六牒形の3穫とした．編みは六角形は  

麻の菓編み，三角形は亀甲編み，四角形は四つ日編み  

で，ニれもそれぞれ炭化竹と組み合わせて模様を出し  

て表裏のない形とした．（Flg．3）   

次は編組パターンであるが，代表的な「四つ目編  

み」「六つ目編み」「二重六つ目編み」「麻の菓編  

み」‾亀甲編み」 ‾輪弧編み」「網代編み」「二本と  

び八つ目編」の8種類に絞って製作した。（Flg。4）   

これらの編みを300m四角で作り，前述のように縁を和  

紙で固定したものをアクリル板に挟み込んで編み模様  

のサンプルとした。アクリル板を用いた意図は，納品  

時の製品の様子が良くわかるということとク 表と裏の  

両面が見えるようにという考えからである．（Fig．5）   

また，立体物にも展開できる一例として，ゆるく  

カーブした縁を持つ円弧状のものも試作した。縁に用  

いた木はシオジ材を薄くスライスして積層集成してラ  

インを出し，機械加工で溝を掘って差し六つ目で編ん  

だ編組板を組み込んだ．  

卜「1g∴う 基本的な形態のこう穐類  

ト、ig。4 編紐模様〝）中〔ハ持重類  

Flg．5 嫁が円弧上にカーブした立体物   
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以上が基本ユニソトしノ）湘乍物で，二′ナい、」ごti二」二真竹直  

仁I什（油抜き竹）、ふていは炭化竹む什いたが ∴ノ）他  

に葉色しノた竹や煤竹を素材∵しノた妄）ノ）≠）F製作百日把であろ  

かレ：J，和風かご）洋風まで多様∴部材の供給が可能でふろ  

そして，ニげ〕部材を広し、面積で，宝た，多灘瀾ノ′′六合わーけ  

ろことに上／つてインナリアや建築ノ〕内外ノ＼活用てきろ．   

具体的′′仁尾開例上しノご「痛をホー仁「烏∴け）り恒杉と六  

角形は3個（ハ組み合わせで次√＝ニうな旗日勘しできる．  

（1Tig．6及びFig．7）  

2．4 「竹編組ユニット研究会」の設立   

本研究′主ノブ∴」∴イ］効左製品シスナムケ構璧∴てい、ノ  

rぜ），ぎ婆j怯葉軋二1宣ノ∴、－仁ニ1■パ症糾ユニソト研菅■：ニー／ィノ  

昨隼度開発宮口一∴ ソトスッリ山ン出席川j此ご  

今後直竹インテリド許村‾j 〃硬紺軒∴向こ卜∴ 美称ハ多  

様ノご吉見′責了交換しノごがレ■J珊り‡宣′進ぜ）ごいこう ／▼）」J．ハ  

ごふ〕ろ． メンバー圧竹菜押イ山心ト′甘正業ハ代来せ始ぜ）と  

しご什〃）クラフトマン、ヂ】二「木上二′泉 り，川里せ築奈斗レ）  

級建築十′′ごど綿で構成されごいろu 榊すとごモOJlr荘述しり試  

借物侶サイズや執稲田菅様ノバ交り込イ㍉ f繕ヒ」▲．デしハ〟法′⊥ご  

ノ 小て貴シとを交わし／た他、∠†後． 販′肘掛暗を立てて  

いく ≦∴こ重要ヒなる羞恥ノ）紋 ノ．！三華や価格し′）「設定リノ法ノご  

ご＼∴ノ〕いこ協．議宣′し／ノ㌔：  

2．5 今後の展開   

2．5－1試作物での提案   

二′れ三三こ＝∴ ↑巾∴人彗り部木石／渡川三．ニノ）いこゾ用」r勘：ミ  

持上」込去れて≠〕，菜軌人j山石製が紆「志し√二場合（ハ‡し休的  

な仕様や価格∵／小∴適切なニアメントキオろ二王′1、 でき  

左J、／）ブニが，今後悠本試作サンナ′しをノ」∴各1三業（ハ考え  

ろ什L∴ドや価格／畑土しても〔／） こおく二±∴＋上り具体  

的／亡アドバイスがHr籠ニプ｝ニる   

今後㍑本試作物ろ了ご〔こーノ）空行りプヰ：L二、’多こノり、しノ川 二≡く）  

場；二提案居小守ろ二「∴∵トリ ∴ケインチリγ部材∵ 甘け  

Rを桔擁的∵軋琉∵－ィ   い－  才一 畑椚二物／ト建築  
やインシリア〔ノ）推誌なと∵二提案しノて記か予しノこ取り ぎ  

√」 こもらうニしこ‡）努壇ノニい  

2．5．2 客員研究員のアドバイス   

本研究でけ客睾湖二究貰守しこ∴  建写きぺ）造園設L汁を中門  

分野とLて東京ご活躍されごいるメルティングホットデ  

ザインショツソ代走（ノ）粟刃吊練兵J、レニノみ考ヒノ⊥ごろアトバイ  

スを′麦汁 
た．特」二今後の而ふ開発∵／〕いてホ唆に富んだ  

首鼠をい／んこだいたソ）ご、、二二に記し′ご／「綾しり研究項宣しノ  

るぺご十る．  

二れ圭ごゾ）作製ふをデザイン的に「申雪見画一寸   

（編紅け）応用や異素材七〔ノ）純7鼻合わせニノ÷こL二、、）   

8什ノ）新しノい活用ノノ法とLて現代侶′h舌スタイ′レな〔ノ  

‖－を考えそ   こど土（ノ）而【ゝ【   

パ辟軋以外で【ノ）竹な㍉てパハ加＝二小去／を兄L蔓j！二す   

虚現代7二、かレ、Jてきろほ術を性／つj二竹矧【－†－－を考える   

虎視†し′ノ）′巨活スタイ′した、ヵーン■〕′子二．7⊥汗さオlろ以卜の上う  

な竹製「妄言ーろ二号えろ  

し－X：竹ナント（構造守しノご清川）  

二竹ブラインド（薄くスライス 1波形力「ト「等）  

＝新しノい 一次素材を作る（輪切りノ）竹を和紙二挟  

む，美た一 編釦を扶′しご構1；封勺」二Jlkり育ノ）平面  

素材を作る）笥巧ゾ  

（丈 tlンダラン商品間登頼、う 告田）   

Flg．（う／≡（角形：ノ）組1㌧合わ－ミ‡  

fTjg．7  二角形の組み合わせ  

ドig・5（ノ叩弧状び）ものほ2／つ組み合わせると次〃）ょうノ′亡  

インテリアの製品7）提案ができろ．甘座．R）  

ドLgL8 衡、∫′二の捉案  
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3．2．3 ヒットへのシナリオ   

別府観光ぴ）現状十しノて，年間ぴ）観光客敬がお⊥そ12（〕0  

ノノ人とするデータがあるr 二の数字は，観光地として有  

名な京都，湯布院と比較しノた場合では，斥諸阿）1パだが，  

湯イ†雄完び）約3悟り）築客量となる（京都市観光調査守灘」，   

大分県観光動態調査」に上る）ため，数‘【幸二上告で別府  

〝〕観光客数は多いということが分かる．去た観光客数で  

比較Lた京都や湯≠院は別桁と≠〕閑適が深く，どららモ）  

竹丁芸晶が手に入る観光地である．さらに観光客を見る  

L 湯布院て烏7割が女性名であり， 一方，京劇でむ観  

光客の6割を超え，その半数が4（ト50代の女性へとシフ  

トLている実態が公表された（京都経済新聞社／報道  

ネットワー、ク  京都観光，中高年女性が主役に：2005年01  

月0＝］発行）   

ニの現象は別府の観光慮業においてモ〕，′10～50代を対  

象とするイベント実施，女性を意識した施設やサービス  

が充′実する動き（大分合同新聞／バリュステを体験し去  

せんか 青山町の聴潮間高橋記念館：2004年12月26Fl発  

行，“杉乃井”再牛へ第3弾 7Rにスパ施設オープ  

ン：20054卜0こ川0封1発行）となって現れてきている．   

二れらのことから，ヒット商品を狙うシナリオとして，  

商品が置かれる場を【観光地における市場」，商品持性  

に 観光の主役である40・、50代の女性」を対象とするむ  

の，ユーザ特惟として「滞在型，地域丈化体験型観光を  

求ゼ）る旅行者」という3つのター・，▼1・ゲットに絞畑  観光の  

質的な内容の変化虻磯えて，ブランドコンセプトに組み  

込むことで，ニれからの別府竹丁芸における観虻市場開  

拓と竹⊥芸品のブランド展開が考えられる亡   

3．ヒット商品開発について   

3．1開発の方向性   

和」のイメージを思い起二させろ形やネーミングを  

持／つ商品が市場に出たり，＋l本ゾ）伝統的産業技術を取り  

入れて海外など新しいターゲットに向けた商品展開を試  

みる狛列を見るニヒが多くな／〕てきていろ．地場におい  

こトL 地域史源を生ぇーした術／うくりや観光戦略が打ちけ  

され，人的交流に上る効果／＼〃）期待が高去りつつある．   

ニうした市場や社会の動きを見ノ〕／〕，使い手の身近な  

ところで使われるアイテムを挙げて開発を＝1た．   

3．2デザインの概要  

3，2．1デザインイメ¶ジ   

身げ）回りのことに気を配／〕ていると，結局は自分が心  

地ょく，＝々の営みが美Lくなると云われている．例え  

ば，持ち運びに適した茶籠に好みの道具や茶筒を入れて  

旅先に持って行けは 好きなお茶をいつご≠〕飲むことが  

でき，気分が和らぎ，1て捨てられてし主う物に囲まれ  

ているよりも豊かで心地良く，精神的な余裕が生よれろ  

とい／〕た具合だ．また，最近り）ヒット商品には 豊かな  

時間を過ごせるょうな仕組みや仕掛けが見られ，それらJ  

をい／）でも楽しめるといった要素がある．例えば＼F二仁君  

において何気なく用いて，楽しめろことを＝的とLて，  

手に取り易いも〝〕や大きさに変換された商品，具体的に  

は，音楽を携帯すろとい／つたコンセプト〃〕小型オーディ  

オ機器や，携′昔電話がお財布の代わりをするとい／〕た目  

線を変えただけで広がりを持／⊃酎列が挙げられる．そこ  

で，上質な阜）のや美しいものに触れていたいという思い  

を底本に，使い手の身体に近いところでR常用い られる  

むげ）に目を向け，手に取りやすいモ、ゾ），上質なも県を持  

ら歩くとい／〕たコンセプトを設定した（Flg．9）  

3．3今後の展開   

観光市場の変化凍零潤した新たな物販施設など／＼の販  

路開拓，イベントを活用したブLlモーションなど商ぷ化  

主ごげ）道筋を付け ㌻ヒット癖「諒げ）開発！という最終的な  

目的達成を図りたい 具体的には次の展開に敢蘭む．  

。体験型観光で別府に訪れる『旅行ノ客』をターゲットに   

観光業界と協働．  

弓削府の観光業界が取り組んごいるターーゲット （40～50   

代の女性旅行客）と同じ世代をターゲットとする服飾   

ブランド業者と別府の旅行客市場（7）開拓で提携。  

。ニのターゲットに基づき商晶開発した意匠を権利化鶴   

提供し寺㌔二手技術者を酎廿 日立。育成の環境を形成L  

甲2006年5月げ〕別柑二おける音楽祭イベントヒ時期を合わ   

せ，観光業界一若手技術者・服飾業者と共同で，新L   

いブランドゾ〕キックオフプロモーションを行なう心  

一県内他地域の技術も組み合わせ，地域資源西古川の新   

しいビジネスモデル支援として取組む．  

（丈 ヒット商品開発担当 濱名）  

仙㌣ 野猟瑠揉湧溶こ －  

‘£－ン／し㌧る  

りり㌣バ㌢∴仁Tぎる1琴  

㌢シ）堵′．」でか㍍無痛   

粧1串粧針㌔㌘購洒′  

、ヽ  ■＝■ 、，ヽ■■    －  

ささ窮グ1簸、＼、、のぞ  

表  
端 ”冊W 〈㌦ γr鋸。，し、も。〃貯へ＼＼、長よ≡ふ  

Fig．9 開発条件おょび開発〟向性   

3．2．2 イメージの具体化   

開発の具体的条件に「持ち連びができる大きさ」，豊  

かな気分になれる利用シーンを想定し，網代編みによる  

小物入れ二種と化灘三用筆入れを試作Lた．  

m22叫   


